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　8月29日・30日の両日、「石狩まるごとフェスタ２０１５」
が開催され市内外より約５万３千人の家族連れの方などで
賑わいました。

石狩まるごとフェスタ2015 石狩まるごとフェスタ2015 石狩まるごとフェスタ2015 



　
石
狩
の
夏
の
風
物
詩
「
石
狩
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」

が
８
月
２９
日
、
８
月
３０
日
の
２
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
会
場
を
石
狩
湾
新
港
特
設
会
場
（
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
開

催
跡
地
）
に
場
所
を
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
飲

食
店
を
中
心
と
し
た
出
店
に
よ
る
地
産
地
消
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
「
石
オ
シ
！
」
や
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

又
、
２９
日
の
夜
に
は
今
回
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
を
務

め
た
当
Ｊ
Ａ
の
吉
田
代
表
理
事
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
合
計

7,
5
0
0
発
の
打
上
を
行
っ
た
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
市
民
や
近
郊
の
家
族
連
れ
な
ど
両

日
合
わ
せ
て
お
よ
そ
延
べ
５
万
３
千
人
の
来
場
者
が
会
場
を
訪

れ
、
石
狩
を
代
表
す
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
当
Ｊ
Ａ
は
恒
例
の
農
産
物
即
売
の
他
、
と
れ
の
さ
と
で
人
気

の
「
春
恋
ラ
ー
メ
ン
」
や
樽
川
ポ
ー
ク
を
使
用
し
た
「
豚
キ
ム

チ
丼
」
の
販
売
、
毎
年
好
評
の
人
参
の
袋
詰
め
放
題
、
若
手
生

産
者
で
組
織
す
る
石
狩
塾
と
天
使
大
学
の
学
生
に
よ
る
石
狩
産

人
参
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

（
部
長 

川
崎
寿
子
）
に
よ
る
「
ゆ
で
き
び
」
の
販
売
は
「
実
入

り
が
良
く
甘
く
て
美
味
し
い
」
と
大
人
気
で
予
定
を
大
き
く
上

回
る
本
数
を
売
上
げ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
（
部
長 

増
田
崇
紘
）

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
「
野
菜
重
量
当
て
ク
イ
ズ
」
で
は

司
会
進
行
を
務
め
た
青
年
部
副
部
長
山
内
克
彦
さ
ん
と
増
田
部

長
の
掛
け
合
い
も
絶
妙
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
多
数
の

参
加
希
望
者
の
中
か
ら
見
事
、
米
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野

菜
の
重
量
を
予
想
し
た
優
勝
者
１
名
に
ク
イ
ズ
の
問
題
に
使
用

さ
れ
た
約
３３
㎏
の
農
産
物
が
そ
の
ま
ま
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。 

石
狩
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5
開
催 

組合員より提供して頂いた野菜完売 吉田代表理事組合長による挨拶 

JA青年部による「野菜重量当てクイズ」 迫力の石狩太鼓同好会 



と
れ
の
さ
と
生
産
者
ま
る
し
ぇ
開
催

　
８
月
６
日
石
狩
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
親
子
で
楽
し
む
石
狩
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
参
加
申
込
が
募
集
人
数
を
上
回
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
こ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
も
今
年
で
７
回
目
、
今
年
は
抽
選
で
当
選
し
た
父
母
37
名
、
幼
児
66
名
、
計
１
０
３
名
参

加
の
下
、
石
狩
の
農
業
を
間
近
に
体
験
し
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
訪
れ
た
の
は
青
木
義
徳
さ
ん

の
北
生
振
に
あ
る
馬
鈴
薯
の
圃
場
で
す
。
当
日
は
前
日
の
雨
の
影
響
も
あ
り
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
雨
は
降
る
こ
と
も
無
く
収
穫
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
の
指
導
を
し

て
く
れ
た
青
木
豊
さ
ん
か
ら
「
今
日
は
石
狩
の
農
業
に
触
れ
て
一
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
挨
拶
の
後
、
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
土
の
中

か
ら
大
き
く
育
っ
た
馬
鈴
薯
”男
爵
薯
“
が
顔
を
出
す
と

子
供
達
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
の
は
高
岡
の
小
池
裕
明
さ
ん
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
ハ
ウ
ス
で
す
。
石
狩
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
子
供
達
に

も
大
人
気
で
、
ハ
ウ
ス
で
収
穫
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
そ
の

場
で
食
べ
「
甘
い
！
」
と
喜
ぶ
子
供
達
を
見
た
お
母
さ
ん

も
「
ト
マ
ト
は
苦
手
だ
っ
た
の
に
。」
と
び
っ
く
り
。
大

満
足
の
収
穫
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ
後
は
、
高
岡
ふ
れ
あ

い
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
栄
養
士
に
よ
る
食
育
講
座
を
開
催

し
、
そ
の
後
お
ま
ち
か
ね
の
昼
食
。Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
と

市
の
栄
養
士
よ
り
石
狩
産
の
新
鮮
野
菜
と
加
夢
加
夢
「
な

な
つ
ぼ
し
」
を
使
っ
た
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
」
が
振

る
舞
わ
れ
、
圃
場
を
走
り
回
っ
て
お
腹
を
空
か
せ
た
子
供

達
か
ら
は
、
お
か
わ
り
の
催
促
が
続
出
、
女
性
部
の
皆
さ

ん
も
大
忙
し
で
し
た
。
昼
食
後
は
藤
岡
裕
寿
さ
ん
が
用
意

し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
会
を
開
き
ま
し

た
。
初
め
て
間
近
に
見
る
ト
ラ
ク
タ
ー
に
「
大
き
く
て
か
っ

こ
い
い
！
」
と
子
供
達
も
大
喜
び
で
撮
影
の
順
番
待
ち
は

長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
「
大
変
中
身
の
充

実
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
も
頂
き
、

子
供
達
の
夏
の
思
い
出
作
り
は
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

第
８
回 

親
子
で
楽
し
む
石
狩
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

　
８
月
８
日
と
９
日
に
、

と
れ
の
さ
と
駐
車
場
に

て
、
生
産
者
に
よ
る
対
面

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
合
わ
せ
て
10
名
の
生

産
者
に
参
加
し
て
頂
き
、

ス
ッ
キ
リ
と
晴
れ
た
天
候

も
あ
っ
て
か
、
沢
山
の
お

客
様
に
足
を
運
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
８
月
の
と
れ
の

さ
と
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
今
回
の
対
面
販
売

は
、
両
日
共
に
１
、
０
０

０
人
を
超
す
集
客
数
で
し

た
。
売
上
も
昨

年
度
の
数
字
を

大
幅
に
上
回

り
、
な
に
よ
り

一
番
は
、
お
客

様
の
声
を
直
接

聞
け
た
生
産
者

の
方
た
ち
だ
と

思
い
ま
す
。「
生

産
者
か
ら
お
客

様
へ
」
直
売
所

本
来
の
姿
が
垣

間
見
え
た
非
常

に
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し

た
。

好評の対面販売で賑わう様子

お客様に笑顔で新鮮さをアピール

トラクターに興味しんしんの子供達 男爵いもを掘り起こし感激の園児



　
８
月
６
日
、
全
道
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
い
し
か
り
は
全
道
表
彰
に
３
名
が
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
Ｌ
Ａ
顕
彰
受
賞

者
と
し
て
受
賞
し
、
が
ん
共
済
分
野
で
第
一
位
に
塩
谷
Ｌ
Ａ
、
自
動
車
共
済

の
部
で
第
二
位
に
岸
野
職
員
、
こ
ど
も
共
済
分
野
で
第
三
位
に
袴
田
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
塩
谷
Ｌ
Ａ
、
岸
野
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
壇
上
に
て
表
彰
さ
れ
普
段
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
程
の
真
剣
な
表
情

で
堂
々
と
臨
ん
で
い
る
の
が
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。
全
道
表
彰
レ
ベ
ル
に

な
る
と
周
り
も
強
者
ば
か
り
と
思
い
き
や
さ
す
が
、
我
ら
が
Ｊ
Ａ
い
し
か
り

優
績
者
も
存
在
感
い
っ
ぱ
い
で
参
加
し
た
全
道
Ｌ
Ａ
達
の
憧
れ
の
的
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
で
は
塩
谷
Ｌ
Ａ
が
札
幌
エ
リ
ア
を
代
表
し
、

壇
上
に
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
独
特
の
ス
ピ
ー
チ
で
会
場
全
体
が
塩
谷
Ｌ
Ａ
に

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
は
全
道
の
中
で
も
優
秀
な
Ｌ
Ａ
、
職
員
が
在
籍
し
て
い
る

農
協
で
あ
り
、
今
後
も
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
契
約
者
の
皆
様
に
、
よ
り

良
い
商
品
を
提
案
出
来
る
よ
う
に
共
済
課
一
同
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
皆

様
の
更
な
る
ご
協
力
い
た
だ
き
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

全
道
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
大
会
　
顕
彰
表
彰
を
受
賞

表彰受賞の右から塩谷LA、 岸野職員、袴田職員

壇上にて存在感のある塩谷LA挨拶

自動車共済部門で２位受賞の岸野職員



農業改良普及センター

今月の技術情報 平成27年9月1日
石狩農業改良普及センター石狩北部支所
TEL（0133）23-2146 FAX23-2887

農業改良普及センター

水  稲

 1  適期に収穫しよう！

※通常年で1日2～3％程度、高温年では3％以上登熟が整粒歩合が増加します。

茶米（サビ米）の発生が無いほ場：青未熟粒が10％で収穫開始
茶米（サビ米）が見られるほ場： 　　〃　　 20％ 　　〃
※被害粒の増加に繋がらないように刈り取り時期注意！

　今年の稲の生育は、平年より2日遅れています。

　※出穂期：8月 4日（作況・中苗・ななつぼし）（平年：8月 1日）、平年の成熟期は9月 16日（作況

　　　　　　平年値作況ほ）。

　但し、穂数は平年より多く、ほ場間の差も大きいため、高品質米の生産のためには下記の判定法を必
ず実施し、収穫遅等による品質低下が無いように、適期に刈り取りを行いましょう。

 3  ＳＴＯＰ！稲わらの焼却！
　稲わら放置は、ほ場乾燥の大きな妨げになり、すき込みは、タンパク値の上昇につながります。特に
地力の高い泥炭ほ場では必ず搬出しましょう。
　また、焼却は交通障害にもつながります。絶対に焼却は止めましょう。

　収穫作業で品種切り替え時は、コンバインの穀粒が残留しやすい各搬送部の底面及びコーナーの清掃

を徹底し、異品種混入を無くしましょう。

 2  米の異品種混入(コンタミ)防止の徹底を！

◎収穫適期の判定は玄米を見て！
　平均的な生育の所で籾の黄化率（遅れ穂除く）が90％に近づいたら、必ずミニダップによる玄米判

定を実施しましょう。必ず試し刈りを行い自分の目で適期を判断するようにしましょう。

　※適期（1回目予想）の3日前にもう一度判定しましょう。
《例》

図　収穫適期の判定の流れ

平均的な株を
3～5株取る

天日干し(ハウス内)
1～ 2日程度

ミニダップで
籾すり

千歯等で脱穀

サンプル採取 脱　　穀 乾　　燥 籾 す り

収穫開始日
決定！

1.95～2.0㎜
で選別
(生籾での判定
は不可）

整粒歩合・被害粒（茶米）の割合を
確認する。
整粒歩合80％以上になる時期を予測
する。

玄 米 判 定 選　　別



秋  ま  き  小  麦
 1  は種

※北海道施肥ガイドより

 2  は種後の除草剤使用基準（例）

（4）
（5）
（6）

砕土・整地は、ていねいに行い、土壌が膨軟すぎる場合は鎮圧を行います。
深播きは、分げつの抑制等の原因となるので、は種深度は、2.5～3㎝とします。
は種時の施肥量（㎏/10a）

（7）は種速度は0.8～1.2ｍ/秒（人間の歩く速さ）。

（1）
（2）
（3）
　

pHが低いほ場は生育不良となります。適正pHは5.5～6.0です。
種子消毒（ベフラン液剤25またはベンレートＴコート等処理）は必ず行いましょう。
は種期とは種量の目安

 2  大豆の収穫（コンバイン収穫の場合）
（1）
（2）

（3）
　

大豆をコンバイン収穫する場合は、汚粒の原因となる雑草やわい化病株を、事前に抜き取りましょう。
収穫適期は、大豆の子実水分20%以下、茎水分55%以下です。熟莢率で判断する場合は、大豆の場
合80～90％の時です（熟莢とは、莢が褐色に変色し、莢を振るとカラカラと音がするもの）。
刈取作業は、汚粒発生防止のため朝10時から夕方4時までの間に行いましょう。

豆  類

 1  小豆の収穫（島立て乾燥、コンバイン脱穀の場合）
（1）
（2）

（3）

刈取適期は、熟莢率70～80％です。
島立てを終了し脱穀する時期は、脱穀時の子実水分で決めます。乾燥施設がある場合は水分16～18
％、乾燥施設がない場合は水分15％以下の条件で行います。
極端な長期島立ては、降雨による黒変・腐敗などにより著しく品質を低下させるので注意して下さい。

※農薬使用の際は、使用基準を守り、農薬飛散防止に努めましょう。

は種時期 早播き

土壌区分 窒　素 リン酸 加　里 苦　土

除草剤名

ガ レ ー ス 乳 剤

ガルシアフロアブル

エコパートフロアブル

使用時期
は種後～出芽前(雑草発生前) 
出芽後～出芽揃(雑草発生前)

は種後出芽前(雑草発生前) 

小麦の２～４葉期

出芽直前～小麦３葉期
(雑草発生前～発生始期) 

麦の１～３葉期
(雑草発生前～発生始期)

10a当たり使用量
200ml

150～250ml

100～150ml

150～250ml

100～200ml

50～75ml

使用回数

1回

1回

2回

主な対象雑草

シロザ・タデ類・ハコベ・ナズナ
スカシタゴボウ・1年生イネ科
スズメノカタビラ
※イヌカミツレが多発する圃場で
　は使用基準の範囲内で高薬量で
　する。

ハコベ・ナズナ・1年生イネ科
スズメノカタビラ
※イヌカミツレが多発する圃場で
　は使用基準の範囲内で高薬量と
　する。

ハコベ・ナズナ・スカシタゴボウ
※展着剤は加用しない。

低地土 4 12 9 3
泥炭土 4 14 10 4
台地土 4 14 9 4

適期播き 遅播き
きたほなみ（千粒重38ｇ） 9/16～19 9/20～24 9/25～30

は種量（㎏/10a） 4～6 6～9 9～10
は種粒数（粒/㎡） 105～158 158～237 237～263

ゆめちから（千粒重44ｇ） 9/16～20 9/21～26 9/27～30
は種量（㎏/10a） 7.9～8.8 8.8～11.2 11.2～15
は種粒数（粒/㎡） 180～200 200～255 255～340



理事会だより

1日

4日

5日

6日

8日

11日

　

　

上期購買品棚卸抽出検査

北海道農協米対策本部委員会

うるち米全道共計運営会議

ホクレン監査（～６日） 

石狩地区組合長会

石狩市環境審議会

幼Ｐ連バスツアー 

全道ＪＡ共済ＬＡスマイルサポーター大会 

とれのさと生産者対面販売（～９日）

まるごとフェスタ実行委員会

17日

19日

20日

21日

24日

25日

26日

　27日

　

29日

ＪＡカレッジ実習生受入（～３１日）

企画会議

中央要請（東京）

第７回定例理事会

防火協会役員会

第２四半期自治監査（～２７日）

作業衣料外販（～２７日）

石狩市農業委員会総会

うるち米全道共計運営会議

石狩まるごとフェスタ２０１５（～３０日）

8月のあゆみ

第7回定例理事会　～8月21日～

次回ＪＡいしかりだより１０月・１１月号は合併号となります。

◆ 審 議 事 項 ◆

①

②

③

④

貸付金の申込み査定について

出資金の減口について

平成２7年度仮決算について

ＪＡ北海道大会・組合組織討議について  

◆ 報 告 事 項 ◆

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

余裕金運用状況報告について

顧客属性システムの定期確認結果について

農産物出荷状況について

ＪＡいしかり役員作況調査について

組合員加入脱退について

内部審査結果について

長期職場離脱実施状況について 

寒冷地手当の支給について

ＪＡいしかり役員視察研修負担金について

農業委員会総会について



お
近
く
に
お
い
で
の
際
は
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。


